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＜連絡事項＞

· 昨日より、青陽館1Ｆスタッフルームのパソコン不調。修理伝票提出している。

· 7/30（金）までに職員納涼会の会費1200円を上平さんへ納金する事。

· 本日10：00～19：00、久保清美様　デイナイトケア体験利用。
＜事例検討＞

船場　幸子様（60）女性　主病名：統合失調症

デイケア利用開始日：平成20年5月12日（2年2ヶ月）　週5回利用

デイケア治療計画

①プログラムを通じて、対人交流技能の維持・向上を図る。

②不安や悩みがないか話を聞き、ストレスを溜め込まないように促す。

検討内容
青山荘退所に向けて、今後の関わり方について

現状

· 平成23年2月で青山荘退所予定（1年間延長済み）。退所後はグループホーム入所を希望しているが、グループホームに空きが無い状態。

· 単身生活する能力はあるが、本人は単身生活への不安を抱いており、保護者様もスタッフの目が行き届くような環境での生活を希望している。

· 特に、役所などでの手続き関係について不安を訴えることが多い。また、ＡＴＭの利用も単独では不安ということでスタッフ付き添い要している。交通機関（バス等）の利用も、口頭では問題なく説明出来ているが、実際に行動する事に不安がある様子。

· デイケアでは、本人の得意な編み物を促しているが、実施はしていない状態。

· 作業療法の時間は、自発的に農作業に参加しており、スタッフに指示を仰ぎながら積極的に行動している。

· 本人は将来的に、簡単な掃除のような仕事をしたいと話されている。

· 不安については、自分から話す事はないが、スタッフから話し掛け引き出すことで表現することが出来ている。

検討結果

· 不安を溜め込む傾向にある為、スタッフから介入して話を引き出していき、徐々に自分から相談できるように促して行く。

· 農作業の期間が過ぎたら、入浴マットや雑巾作りなど、周囲のためになり、本人にフィードバック出来るような作業を促して行く。

· 青山荘では、不安に感じる事とそれに対する対応策（相談場所など）を図式化し、メモに残すことで、本人が単独でも行動出来るように促して行く。

＜青山荘入所者様情報交換＞

豊川　明男　様～先日、保護者様（叔母）が青山荘来所し、本人・スタッフと面談を行っている。青山荘としては保護者を本人の兄に変更して欲しいが、叔母曰く、兄は気が弱く本人の面倒を見るような状態ではないとのこと。

本人は、日中の活動（洗濯や食事）は出来ているが、基本的に自室に篭っているか、テレビを観て過ごしているような状態。現在の状態では引きこもりがちな為、退所後のことを考えてデイケアに通えるようになること説明するが、本人は他人事のように捉えている。8月よりデイケア通所は再開すると話されている。

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 現在、プログラム枠の組みなおしを行なっている。

· 8/15までに9月分のプログラムテキストの作成を行なうこと。

○環境整備

· 昨日、ポリッシャーを返却している。

· 金曜日のクモの巣除去は引き続き実施。今後、戸棚内の整理を実施していく。

○書式検討

· 新カルテ書式の稟議書作成中。

· 8/20を目途に、ケアマネジメント書式を使用して担当利用者様と面談を行うこと。

＜利用者様情報＞

鈴木　恵美子様～本日、娘様と娘様のボランティアと名乗る方が来所している。本人の血圧が高い為、休み休みデイケアを利用して欲しいことを娘様から本人の説明しているが、本人は聞かないので相談に来たとのこと。現在、詳細についてデイケアスタッフが話を聞き確認している。

森　　彩子　様～本人より電話連絡あり。交際相手が本人宅に頻繁に来られ、インターホンを押すとのことで、居場所がないと話されている。その他、ストーカーまがいの行動をされているとのことで、警察に相談するように説明しているが、「分かっているけど、自分ではどうしたらいいか分からない」と話す。「日赤に入院した方がいいのかな」と訴える為、八戸赤十字病院の担当医とよく相談するように説明している。また、不安が強い以外は、食事や睡眠など問題なく過ごすことが出来ているとのこと。

大久保　恒夫様～7/27（水）うみねこ幸房スタッフに対して暴力行為を行なった件について、昨日、本人と佐藤AOM、PSW、外来Ns、通所スタッフと面談を行い、今後暴力行為を行なわないという誓約書に署名をし、うみねこ幸房に謝罪している。本人の処遇については、当院サービス提供は停止。昨日17時、「処方をもらえないと困る」とのことで再度来院しているが、本人が行った行為は恐喝行為であり、警察沙汰にもなり得るものであることを説明すると、再度謝罪しているが、問題意識は表面的な部分が窺えたとのこと。今後、本人から相談があった場合、各関係機関で一貫した対応をするようにとの指示あり。

前野　義勝　様～昨日、関係機関でケア会議を実施。ナイトケア利用時に会議の内容について振り返りを行っているが、表面的な理解で、大久保恒夫様を含めた今回の事件に関しても、問題意識が希薄で楽観的に考えている様子窺える。

長谷部SGMより情報提供あり、今後のうみねこ幸房の利用については、サービス事業所側として前野様への今後の対応として、重要事項説明書、運営規定に則り、今回の行動によって、サービス提供できない旨説明しているとのこと。他の利用者への影響を勘案しての措置と、青仁会では大久保様へのサービス提供を断っていることも併せて説明。（現段階で期限は未定）
ナイトケア利用については今後も変わらず継続するとのこと。ナイトケア利用についても「辞めたい」と訴える事が多い為、利用目的について明確に意識するよう促していく。

稲垣　ふき　様～昨日、特定スタッフの名前を挙げて「ごちゃごちゃうるさいんだよ」と話すことあり。現実か妄想に関連したものかは自分では判断できないと話されている。関係機関に情報提供している。本日は、足にムズムズ感があるとのこと。今後も様子観察していく。

久保　清美　様～本日、デイナイトケア体験利用。自分から周囲に話し掛けることはないが、顔見知りの吉田富秋様から話し掛けられ、表情良く過ごしている。慣れない環境だからか、少し疲れると話されている。19：00まで体験利用予定だが、体調が悪くなった際は病棟へ連絡し、帰院することとなっている。

中居　美津子様～昨日のナイトケアにて、前野様を気にしている様子みられ、「ミーティングをやって前野さんを慰めればいいんじゃない」と話すことある。本人がそれを希望している訳ではなく、第三者が過剰に介入するべきではないこと説明。その後も、前野様に頻回に声をかけている様子みられる。

関　　秀治　様～昨日、就床前薬を２重服薬したと相談されている。一昨日、就床前薬を服用して眠ったが、中途覚醒時に再度就床前薬を服用してしまったとのこと。体調は変わりは無いと話す。本日、外来受診して不足分を処方してもらっている。

＜外来情報＞

神山　和典　様～血液検査の結果、中性脂肪の値がやや改善みられた為、クレストール止めとなっている。

中居　美津子様～特定幸房利用者様にストーカーされていると話されている。

鹿原　博夫　様～特に変わりなし。

前野　義勝　様～うみねこ幸房の利用は中止。ナイトケアは継続。

富田　紀子　様～突然、「水は１日置いていたら腐るのか」と質問している。きれいな水を飲んだ方が良いこと説明。

細越　定生　様～お盆は忙しいとのことで、３週間処方希望している。8/19採血予定。

長瀬　紘一郎様～あせもが出てきたとのことで、オイラックス軟膏１本処方している。

中居　松男　様～夜間睡眠取れるようになった為、臨時処方の眠剤は止め。便秘薬も止めとなっている。

山田　健次　様～昨日、朝起床出来なかったと苦笑いしている。早めに就床し、水分も摂るように説明。

船場　幸子　様～風邪は大丈夫だと話されている。26日に姉と会ったと話す。

山田　吉夫　様～ジャスコでボーリングをしたと話されている。

上久保　善郎様～夏ばて気味とのこと。家の仕事も忙しいと話す。

柳町　信之　様～テレビの音は相変わらずうるさく聴こえるとのこと。空腹時血糖値175。いつもと同じくらい食べていると話す。

















































